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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし幼若動物をツ月いたコ｝彗礎的突験に．関する報倍は

　　　　　　　　第1章　緒　　欝　　　　　　　　　　少ない。ユ912年Flint⑳が幼著犬ウ歌成犬と同椴の広範

　近年，小児外科の発展に俸い，手術の適応は拡大　　　闘腸切除にを激耐え得ないと報じ，19姐年Petri⑳は幼

し，先天性腸管奇形，腸閉鵬症など腸瞥の広範1廻切除　　　若犬を用い60％から80％切除したが，いずれも死亡し

磯鋸増している。辮突一浸遡こ至りUlf・1d・・①　たと述べ，ユ952年C1・tw・・thy⑳は仔犬酬いて，小

（1952）がユ例，Gross②（1952）3例，　Pく｝ヒh③（1952）　　腸各部を40％から80％切除したが，戒畏に影響しない

3例，Pilling＆Cresson④（1957）2例，　Hartman⑥　　　と報告している。本邦では1959年梛沢ら⑭が仔犬を用

（1．957）4例，Sp。h・＆S・hrei・・④σ958）1例，　い，小糊除はどの都でも％｛互伽按鋤㈱である

Ciark＆Bo。th⑦（196〔｝）1例，　Clayton＆Cottoli　　としている。

⑥（1961）1例，Schuttaら⑨（1962）1例，　Lawler　　　従つて小腸動除限界殿は報告餐により多少異なり，

＆B・ma・d⑩（・962）刷，　Wiiki・…⑪（1963）8例　購時の脂肪・！蜘・鷹す騰にも諦蔽湖る駒㊥．

（1例は大腸広汎切除），Kuff母r＆Bettex⑫（ig65）　　鯉。そこで著楢ぽ成長過程にある仔犬な使湘して小騰

1例，本邦では境丙ら⑬（1955）1例，柳沢ら⑭（1959）．1．　　上および下部広雑囲切除を行tい，切除が脂肪吸収に

例，正ら（1966，⑭1966⑯）2例，古醗⑰（1965）1例，　　与える彫響を脂肪吸収率，血溝総脂質澱，ll：｝：総脂寅貴

吉田ら⑱（1965）】例，植田⑲（1965）1例，木村⑳　　　および肝組織蝕の面より検認し，仔犬の脂肪吸収障害

（・965）瑚1畑ら⑳（1965）力三2伽ど小　肱鞭　 の徽と威長によ鵬肪の吸収　轄が代憐終れるか否

切除例があいついで報告されている。　　　　　　　　　かをも考察したので以下その詳細を述ぺる。

　従来小腸広範艮醐切除は188］．t　1〈eeberleにょる臨床

例報告，1888年Semn⑳による実験報告以来，成人，　　　　　　　　　　　第2章　案験方法

成熟鋤物に関する報告は枚蟻にいとまがない。　　　　　　　第1節実験鋤物

Trzebicky（1894）は％またはそれ以上の切除は動　　　　岡一母犬よりの仔犬のみを使用することが理想酌で

物の生命維持に困難があるといい，MOnari（1896）は　　　あるが，実験のために充分な数を得ることは困難なた

％切除を許容限界とし，Kuku王a（zgQO）とLauwer　　め，生後1カ月から2ヵ月，体重1．　o～2．5吻の離乳期

（1901）は施切除まで術後障轡はないと報じ，Albu　　の・なるべく同一系統の雑種両性の仔犬を使用した。

（1901）はiY3切除が限界であるとしている。Axhausen　　　　　　第2節　爽験方法

（i907）ぽ小腸切除の許容盤は80％，　Storp（1907）1よ　　　手術的に小腸上部％切除群（以下，上％群と略する），

2／3以上の購に撒得るとしている。三宅（1917）⑳は　小腸」、部1！，切除群（上鰭），小腸下蔀踊購群（下

％一％を　Wildegans⑳（1925）は％を許容限界とし　　～奮群），小腸下部％切除群（下～重群）の4群の実験動

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物を1’1戒し，術後6ヵ月にわたり経過を観察した。
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　　　第］・項飼育方法　　　　　　　　　　　　　術後の死亡犬は必ず開腹し，倉併症の有無智肉眼［物

　室内に1？nSの室温，湿度ともほとんど一定の飼育　　　に確かめた。

箱を作成し，その中で・仔犬を飼育管理した。飼料は午　　　　　　第2項　脂肪吸収試ll灸

前，午後の2回に分けて与え，各犬に午前は牛乳約6Q　　　Raolein〔Radio－lodmated（1131）Trio！e，in　Oral一

認を与え，午後は米飯約100　9・，鯨肉約509獄らびに　　　solutionダィナボットRI研究所（大「1本製1薬）〕を

味噌汁と鶏骨スープ約100meを混合して，これを普通　　　経口投伊1．たiセ）と，術後2週．1，2，3，4，5ヵ月お

食として与えた。普通食は総力Ptリー一・約270Cal・蚤　　、よび6ヵ月後の［flL中放射能を紹1寺的に11暇三し，　lli1｝槻吸

白質約17，39および脂肪約5，’5　gを含む。　　　　　　　収率を検査した。

　　　第2項　乎術前管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　i）　甲状旺膜ヨウ欝摂取抑1団

　手術前日までの1、週間は飼育箱で管」里し，瞥通食を　　　　試験3日前よりルヅe－一ル液S滴病ご11日2回に分け

与えた。手術前夜から拳術当日までは絶食とし、三手術　　　て，牛乳と懸通食に混合1．、て投年し，甲状腺の三ヨウ購

は午前中に施行した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　摂取壼ご抑制した。

　　　簾3項　麻酔法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ii）　試験食

　3％ミソタール⑭（Pentobarbital　Natrium）溶液　　　　Raolein　2ttc／陀9，落花生汕1．Ome／teg，牛iヂ1、｛，o物6／ley．

30・v35mp／leg　it筋肉内沼1射後，気管内挿管のうえ量酸　　　Tween－80　（Polyoxycthylc：ne　Sorbitan　Mono刷

素1．　O・…1．　S．4／minを流し，呼吸窃管理したa　　　　　　oleate）0．5認／吻鞍掘呈1締：しi合してenxulsif｝mとし，そ

　　　第4項　手術方法　　　　　　　　　　　　　　　　れを試験食としたe試験ゴ£は予窺投与：景鋤以上に作り｝

　無菌的に上正中切開に．より開腹したのち，ユOcm間隔　　　余つた試験食の切6な合成樹脂鱒試験智にとり，　i拭験

にしるしをっけた糸を用いて，回腸末端より上行性に　　　f匙の放射能む測建した。

Sappeyの方法⑳に準じて小腸の金長を測定すると同　　　　iii）試験≧琉mの食餌

時に腸壁にもしるしを付し，切除範囲決定の指標とし　　　　前日午後の普通食投夢後｝よ絶食にした。試験1li　1／1　1｝t

たのち，小腸を支配腸閥膜とともに施～％切除し・1断　　　朝，シヤーレに入れた賦験禽犠ご戴取させてから，4時

端で2層に端々吻合を行なつた。なおその際，．1二部切　　　問1菱に普通熾な平常通り1二与え．た。

除群ではTreitz靱帯より1江門へ7cmの部から肛門側　　　　　iv）　試料の採撫

繭い購蹴凝し，下部購堵洋で麟藤⑳による　1撒蝕械てから2，4，6，8，100欄臨ll。へ刈y

A・ileocoecalisのR・recurrensの終末部から口側　　　液で処理したツベルクリン用注獅器を用いて，無麻酔

に向い切除量を決定した。　　　　　　　　　　　　　　　のもとに実験犬の大腿を手で駈迫しながら，大伏在静

　　　第5項　術後管理　　　　　　　　　　　　　　　脈から各時間ごとに1血腋0．5紹を採拍Lした。礁液は含

　術後S％ぶどう糖液：リンゲル液2：1の割禽で作　　　成樹脂製の小謬腰試験瞥に移し，放封能測窺に用いた。

成した漉合液40卿6／＠を背部に大量皮下淀射し，さら　　　　v）試料の測定

に水性懸濁性ベニシリソ30万～60万単位を筋肉内注射　　　　ウエル鯉シソチレーシvaンカウソター一（眠理研製

した。なお補液は2日間，ペニシリンは3日閲使翔し　　　ウ＝ルタイブNal　2”×2”，神揮工業製計i数器SA－一

た。術後24時間は絶食とし，術後2日図にはぶどう糖　　　1000A）を用いて．　ltiL液および試験食の放射能追ご測定

液，3日目には牛乳を与え，術後4日目から普通食に　　　した。

戻した。すなわち一般開腹術後の管理を行ない，勝に　　　　vi）計算方法

小腸広範口狙切除に適すると思われる特別の管理を行な　　　　全投与試験食放射能に対する全1n沖放劇能のi・ヒを醜

わなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分率で爽わした。全i僻薩鍛は体璽の8，09．fv／w⑳⑳と

　　　　第3節　検査事項ならびにその方法　　　　　　　しで計鋒した。体重をAleg、試験食1紹の放射能を

　実験動物が仔犬であるため，検査による侵襲を最小　　　FCPm，煎L液1鷹の放射能をBCp111とすると，般

限に止める必要があるので・検査はできるだけ試料が　　　与試験食は10η6／llyであるから吸収率は，

少量で剣ﾃ鱗鵡　　　嚇・％）一一至餓灘翻1⑪・
術講論週か、、週，では各週。、，。，　　」讐樫㌦・・

1ヵ月以後は各月ごとに6ヵ月まで体重を測定した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜　　　　　　　　　　　　　　　　8B
　　ii）　死亡犬の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駕　　署一一一〉く100
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となり，各時閥の吸収率の中で最高吸収率をもつて各

椥無時期における各錨負犬の吸収率を代表させた。　　　　　　　第3章実験成績

　　　第3項」備総脂随叫黄査　　　　　　　第櫛一櫛項
」備瞭麻酔で大階蓄陸圧迫しながら下腿大伽三iWe　　鋤項鋤に関する繍瀞」解析

脈からJit液約1・Olneを採取して作成し・その1血満0・2　　　表1の如くlll湖除に使用した総犬数は147頭であつ

meを検葡こ供した・なお検査｝飾1揃・術後遡，2　ブ・二が，術働榊ならびe・：腸鰯號で死亡す7，，　CYI」が比1咬

週一力丹2力几効凡6ヵ月目に行なつた。　的多く，さらに1サ驚のため屠殺したものを除くと，礁

　　i）検萱i方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　接実験の目的にかなつた犬妹約半数近い頭数となる。

B・・gd。・の変法⑳⑫（納らの眼法）により，　N　さ昧そのうち誤看蜘はり肉限的になんらの姻も認

立製FPW－4型光魁光度計を用いて計測し，総脂質』ik　　め得なかつたものを，腸切除の直接侵襲により死亡し

を計算した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　たものと考え，これを直接死亡とした。かくすると長

　　　第4項　肝総脂質髄の検査　　　　　　　　　　　　期生存例はきわめて少数になり，上％群では5頭，そ

　　i）肝組織の採取法　　　　　　　　　　　　　　の長期生存痢は23，8％となり，」二滋群では5夏llを算

　ミンタール麻酔のもとに上正中切開で開腹し，肝葉　　　丸，その生存率は18．5％であった。凍た下％群では長

の辺縁の一一xsを5号絹糸で集東結紮してか賦約30〔吻　　　期生存例は71｛fl，その生存’郵は35．O％で三ちり，下％群

～4〔｝0㎎の肝組織を採取して検査を行つた。その一部　　　では畏期生存fflUは5頭であり，その趣存痢は29．4％

を脂質の化学定姫に使用し，一部は10％ホルマリソに　　　であった。

入れて闘走してから組織険儀に供した。　　　　　　　　　　各群の1睡期翫存躍を上ヒ較すれば，下％群が35．O％で

　　ii）生化学的肝細讃騒：の測定　　　　　最も良く，次いで1・％群，上与鱗の1撮なり1」、～鮮
中原ら⑳の方法に準じて，肝の比勲Lユo・とし　眼も・AX－3させることがむずかしいこと叡了≒してし、

て・肝試料の10倍容稀釈のHomoginateを作成し，　　　る。なお各群平均の生存率は25．9％で轍開腹に」：踵受す

その0・2meを定鑑検査に用いた。検嶽法は血澗総脂質　　　れば，小腸広範闘切除群の術後管理は閑難なことを物

定量法と同様，Bragdonの変法に，よつた。　　　　　　　語つている。

　　iii）　肝の組織学的脂質検査　　　　　　　　　　　　　次に各群の薗：接死〔ご：ノ〈についてその時期を検討すゐ

生化学的にln総脂罫雌定凱たが・形態的に，　H旨質　と，蓑2の如く，1週に8螺1，2週に25颯3週に16

はどんな形に褒現されるかを知る目的で・10％ホルrr　　頭，4週10頭，4週以後では4頭が死亡し，また合併

リンに固定した肝の一部から凍結切片を作り，ズダソ　　疲死は1週に6頭，2週17頭，3週7頭，4週3頭でt

皿による脂肪染色を行ない検鏡した。　　　　　　　　　これを図1に示すと慮接死亡．合併痛死とも2週に最

　　iv）　検査暁期　　　　　　　　　　　　　　　　　　も多いが，ことに小腸広範囲切除による慮撞死亡1は，

　肝脂質の定量ならびに肝組織検査は術後i週，2　　　第2週のはじめから簾3週の終りまでの間に多く，過

週．1ヵ月，2ヵ月，4ヵ月および6ヵ月目に行なつ　　　半数以上を1院め，術後1カ月以後の死亡例は薩接死亡

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のみとなるが，非常に少数に止まる。また各群別にみ

表1　　　死亡原因および長期生存例
　　　　　　　瞬彿・よ疵亡麻酔

……｝u総郡癒溺i厩瓢石議よ魯1隙

1繍iil到一i障
上鯛劇・4・41。・1・i・

火数

「21

匡7
1・・

1・7

蔵接
死亡

16

22

13

長覇
t，k’ts

5

5

生檸泰

23．8

18．5

71　35・・

・215129・・

計Ii47　12・141・11・1151185163122125．9

注：犬　数＝＝（総数）一・（腸職債症＋腸閉塞症＋その他＋麻酔＋属殺）

　　その他繍胆管閉塞十腹膜参ミ

　　生存率二％
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図1　 死亡時期　　　　良好な四復をとけ’，6ヵ月後にほ320％と沈‘二り，対照
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　17　　　　圏創縦に晶恥　　に・御i頴胆尉照抑りf柳：な11｝oとして駕洋び）1糎：変

　　　1fi　　　　　　　　　　　　　　化奉を示すと図3α）如く上％群では／1．　i鬼7L：％，3遡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　81・Cl　ft／it／，，　3i固7（…・3負≦，　1カ月‘i9、596，　2カ」噛）G9、8¢S，

　，　　　　　　Ln　　　　　　　　　　　3ヵ月69・9％と庶とんど変化せず停滞し，・1ヵ月縫よ
8

　6　　　　　　T　　　　　　　　　　　り急激に増加しはじめheC，6ヵ月後対照群の88，8％

　　　　．・髪・・4　1；繊：ず甥1総鵬㍊；1聯P‘

圏　　ト2　2噛噛3　3・4　4「F遡　　　［．・，4カjJ後よ幡轍【・改善され〉：）が，その後は“）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヵ月82・8％，6カjJ8し｝．8％に，な署程度である。こ　；｝1に

衰2　死餓咽と死亡1削り1　　　　、，レ．下蜘｝偉珊17：1．7％，2週蹴4、6、311猟7％
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一　　　　　すなわ』ら、小腸広ll厄囲切除後の長｝t耳化存例の伽汽1憂

13　　動は，各群とも絹後2週で勧】1∫値以」乏力震り，その撫

．5　　も俺穏：増加よっつくカ：，術優6朔では対照1、1よりや

12　　　や臨い値な示し，さ脳侮禅別にみると下繍群が最良

　5　　　の耀幽をたどり，下施群，」1る群の脳に経過をよ不良と

4163　な帽購の噸鵬1赫捌鳩鱒噛鵜こ・を
Ol33
　」　　　　　表3　　　畏期生荏例体堀変化率（％〉

ると，上稲群では22頭1；U週に6頭で27．3％，2週に　　　　　　　1週2遡

7頭で3ユ・8％で他の切除醸こくらべて・比較1！晒1り1よ　対　照1．1，8！ユ36

・・附・例が瓠糊除の侵襲・榔・か・そ　上鰯・84im
の圓復の遅いことを示している。　　　　　　　　　　　　上施切陶　9．　71103

　　第2項　長期生存例の体璽変化　　　　　　　　　下騰切除　87112

　各群の長期生存例について術後の体E変化を対照群　　　丁施晦除igQ107

と比較検討した。実號動物が幼著犬であり，当然成長
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び，その非乎術例3頭を6ヵ月にわたって，実験犬と　　　　9ti
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　400　　　　0－…・・n　円ド　切象
同一の飼育管理を行ない，その体lptl　，1，．対照とした。麹　　　　　・に鵬1雛

および図2はそれぞれの群の平均値を衰わし，術前体

重を100としたときの変化痢な示す。　　　　　　　　　　　30°

　各群の体重変‘ヒをみると．玄寸照群は1週の118％か

ら6ヵ月後の3拍％と体重は増加しているo上％群は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2UO
1週後84％とかえつて術前より滅少するが，その1．は

次鋤に歯1加して6ヵ月後には302％となる。ついで上

施群はユ週）7％とあまりll義沙はなかつたが，その簾の　　　　【oo
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図3　　　　　切除群の体重変fヒ率

知つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ。この群の吸1区率は衷4に示すt211く澱高8．1％より

　　　　第2節脂肪の吸収　　　　　　　　　　　最偲6・8％，平均7・5％であり，ついで体重3漁砂か

　仔犬の小腸広範闘切除後．脂｝1方の吸収がどのように　　　ら3、鮪9の仔犬5頭（対照1群）で1認1乏高8，9％，般

変化するかを知るEl的で，11・alトリオレインを用い　　　低7・5％で平均8．2％の吸収～｛・く癒示し，体薦4，3kgか

て，血中放射能を測定し，術後の吸ll又率の変化を追跡　　　ら4．8吻の仔犬5頭（対照皿群）は最高10．7％，最低

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．5％，平均10．／％の吸収率であり，さらに体重5．6惣

　　　雛1項　血r卜1放射能曲線　　　　　　　　　　　　　　から7．eieyの犬5頭（対照1旺群）でにゴ授i｛｛a3．0％，

　試験食投与後2，4，6，8，10瞬間目に採【f［1し，余　　　最低9・8％，平均1L　8％の吸収率な示した。なお体璽

血について放射能を測箆した結果，4時聞ないし6時　　　変化率を観察した対照犬の体重から推定して，対照1

間に最高1直をとる。ことに震験犬の大多数は6時間で　　　群は休∫後2カ月ぐらいに柏当し，対照皿群に術後4ヵ

最高値を示し，8時閻，10晦闘と減嚢した。＜）いで経　　　月ぐらいに，対照］匪群は術後6カJil〈“らいに相当して

過を追跡し得た各切除群の3頭な選び，とくに術後　　　いた。これら対照犬20頭のみで，仔犬の成長に伴う吸

2週と4ヵ月後の各時間の吸収率を図“・a2b”kした。全　　　収率の変化を【揺礁こ論ずることはできないが，大略の

例とも6時聞目に最高億を示し，術後2週および4力　　　傾向を示していると思われるので，この吸収率を用い

月の曲線は全例類似した曲線型を示しているが，術後　　　て実験犬の吸収率と対比した。

4ヵ月の方が明らかに2週口より吸収率は改善されて　　　　　第3項　切除群の吸収畢

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各小腸切除群の吸収率癒墾芝5および図5に示した。

　　　第2項　対照群の吸収率　　　　　　　　　　　　　　これら各群の平均値と対照群の吸収禦とを同一グラフ

　突験犬が仔犬であるため，吸収率が成畏とともに変　　　に詑入すると図6となる。術後2週には，各群とも吸

化する可能1生が考えられたので，非手術犬で，しかも　　　収率は平均値で3．9％から4、4％に，低下し、術前対照

下痢のない健康犬を対照として選び，吸収率を観察し　　群の52，（聡～58．7％の吸収率となり，上部切除群の方

た。勿論管理および飼育は爽験犬と同一一IC行なった。　　　が下部切除群より吸収が不良である。術後工カ月輿に

実験の都合上，手術犬の術前吸収率は検査できなか　　　は金般的に吸収率1柔やや回復してくるが，各群ともま

ったので，手術犬の術前体璽の平均値le近い1，5たgか　　　だ不良である。そのうちことに上㌃色絆ではなお低一iぐす

ら2．脈gまでの非手術犬5頭を術前対照群として選ん　　　る例もあり，平均では圓復がほとんど認められない。
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表4　　　対照群脂肪吸収蹴
術前対照群
　（術前桐当）

…↑綱癬
cl
C2
C3
G4
G5

ユ．5

1．7

1。8

1．8

2．0

7．8

8，1

7．2

7，4

6．8

平均巨8i7・5

　対　照　　1　群
＿猛獲後．2豊丑狙嶺）．

No．

c6
c7
C8
Cg
CIO

体劇吸収率

3，0

3．4

3．6

3．9

3．9

8，7

7，5

7，7

8．9

8，4

勒1・・618・・2

対　照　　」［　群

（術後4ヵ月非目当）

酬劇吸榊
Cll　4．3

C12　4．5
　　EGt314・6
c14 P‘・7

Cts　i　4・8

9．5

10，0

10．7

9．6

工0，5

鞠461梱

対　照　11L群
（術後6ヵ月相瓢）

N・・睡吸収率

G16

c17

Ct8

Ctg

G20

5，6　ユ2．7

5。7　13。0

6．5　　9，8

6．8　11．3

7．0　　ユ2．1，

平均16・3i11・8r

体重単位；kg　　　吸収率：％

また下％群は下i／all￥より不良である。術後2ヵ月にな　　近づき，また下㌻る群ほほとんど対照群のそれに達して

れば上下とも％切除群では急速に吸収率が改善され，　　　いる。術後3ヵ月を過ぎると各群すべてが対照群の正

特に下％群は回復が良好で，対照群の扱収率域内に回　　　常吸収率域内に入るが，全般的に6ヵ月なつても吸収

復している。また上％群も対照群に近づく。それに対　　率は下％群が最もよくtっいで下i1211e，上％群，上施

してt／2切除の場含は上下ともに圓復は目立たず，特に　　群の順に低下している。

上i／21＃の回復は不良である。術後3ヵ月では上下とも　　　すなわち切除量でbUt1／aより％祥の方が吸収率の術後

1／3切除群は正常吸収率を示す。一方％切除群は正常鞄　　　低下は強く，回復もおそい。また上下腸管を比較すれ

囲内には至らないが，上施群は急速に回復し対照群に　　　ば上部陽管切除の方が吸収捧｛は不良である。しかし，
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表5　　腸切除群脂肪吸収率　　　　　　　　図5　　切除群の脂肪吸収率
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た巧犬態乾ごLノよると，思脅P浄しる。　・また・俗彊寺」り費こオδり㎏lw」血，月旨1韻：　　　　ltlLMIi’薦轟：尋塞訓近霊籔…1・ソJ　JIよりさら｝こゴ’1覗∬癖し．か訟仁誕．ll三‘層弓亨∫駆見1ノ沢こ二

表　　6　　　　　　　　　　　　　　　．lflL　　　　溝薯　　　　総　　　　 ｝1旨　　　　 歪窯

l　No。1術　前【1遡　i　2週　11i・月　t　2月　t　4月　t　6月
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平判339・t

6

7

8

9

10

平　均

11

12

13

14

15

平　均

．　　　　　　　　　　1　16
『下　1

切

除

17

1S

19

20

41」。7

3588

252．9

4tl　2．9　　　　 57〔〕噸5

438、1　　　S27．3

545，5　　　629．4

487，0　　　476．4

371・5i394・0

t4570

547，0

499，9

5］．1．7

413．5

1341．，　’L

519，5

・i93・副382・3・

35　，1．9　1　301．6

　　　　　1

581，3

／／｝98，　吐s

348．7

434．9

376∴！

tilL　1，71　381，．7

三｝｛う．且，　7　　　　 288．2

335・21　864・7

1353司3調344・9
・6… ｢88・2

4S7，4　　　　　　456，4

63〔）．L）　　　564．6

529，9　　　・二89．4．

4・エエ．7　　376．3
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図　7　　　　　　　　総　　　　　　脂　　　　　　質
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入るが，上％群の平均1rtL脂墨：のみは，なお4120mg／de　　正常限界以上に脂質が増加する例が各群にみられる。

と対照群の平均値より高い。術後4ヵ月では　上％群　　　術後1ヵ月では，全例が正’常肝】】旨鐙の範囲内に改善し

の平均1血L脂量が376．5刀騨46と術後2ヵ月より下降し，　　　ている。以後各月とも大きな1助揺を示すことなく経過

各群ともに対照群の値に戻り，さらに6ヵ月でほ各群　　　している。

の値はますます接近し，対照群よりわずかに低い血脂　　　　また各群の平均殖を図承すると図8の如く術後］．週

最を示している。　　　　　　　　　　　　　　　　　では下％1洋が4291．9”1〃100チと最高値を示し，ついで

　すなわち仔犬の小腸広範囲切除後の∫肛清総脂質駐の　　　上施群，上％群，下％群の1順となり，いずれも対照群

変動は，術後1週より1ヵ月までに顕著な変化がみら　　　の平均肝脂量より高いo術籔2遡では上稲群は対照群

れ，各群とも術後2週では1血L清総脂質鐵：は上昇し，な　　　の刀三常限界以上のiジllい値をとるが，上％群，下t／a群は

かでも上1／2群が最も著しく，ついで上1／3群，下％群、　　　iE常値の近くにあり，下％群は低い値を示す。更に術

下％群の1順になるが，上部切除群のみは1／a，％切除と　　　後1ヵ月ではヂを群の肝脂境、ともに減少Lて，3156．9

もに・il三常1丘L澗総脂質鍬の上限をご越える。正常に復する　　lll9／／〔｝09から3，1ti71ノ酬1｛｝09の【lllになり，橋切除群は上

のは上施群では術後4ヵ月，他の群では術後2カ月で　　　下とも接近して高値をとり，％切除群は同様上コ掌とも

ある。術後6ヵ月の谷群の平均U瓦清総脂質量ω；いずれ　　　その1直は接近［．，しかも低値を示す。術後2ヵ月では

も正「常値より低値を示す。　　　　　　　　　　　　　下稲群、下発群はやや上昇するのに紺して，上％群，

　　　第2項　肝総脂質燈　　　　　　　　　　　　　　上：レ鋤1は下降する傾向を示一／1”。術後4カJlでは谷群、と

　対照群として体重1・liegから2．5iegまでの仔た23頭　　　もにS423．77η〃憩0チから3587．77昭／1〔｝し）9京での傭をと

を用いて，肝総脂質量（以下肝脂鮭と略す）を哲lli定し　　　り，さらに術後6ヵ月では一ド部切除群ほやや下降’蜜る

たが，最高4293，4四／1009，般低2117．371V／IOO野，⊥IL　　が，上部切除詳は術1憂4ヵ月と鰍ぼ岡1直を示してい

均328Lユmp／loo　9一であった。各切除群の測黛傭ならび　　　　る。

に変化は表7および図7に示した。術後工週，2遡で　　　　す瓶わち、術筏の肝総II旨質糧：は術後1遡，2遡には

は各群ともに肝脂はは上昇する傾向を示し，対照群の　　　各群，｛i．籔こ上％群が増力llし，術後1ヵ月では鞍群とも

表　7　　　　　　　　肝　　　　総　　　　脂　　　　顕
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除
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・切

除
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1／2
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iil翻iii騰1閣難！i峰i：！lii離：ii｛i薩i

平均1・759・・t4・54・213459・　2　13672・・1358・・7i　3476・9
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下降して対照群かド」6」値に近づく。その後は一F‘　itiiS－LJJ除　中款刎旨脇ll纏び灘に。働るがド・を就履には認

群は緩慢に上捌・Lたあと下降するのに対して，－lll切　　　　められないL，

除群，特に上％祥では一一一1じド降してかPヒ，外する。術

後6ヵ月では各群接近した値を示す。　　　　　　　　　　　　　　　第4輩　総括ならびに考按

　以上は生存例についての】」「総脂質lll：であるが，腸切　　　　小腸広範開切除に【S｛，］9一る丈献は，　KQeberl6（1881）

除後死・）輪｝を　雅幽ことると思われ・9・1グll，あるいは死　による1｝ll1；床例お．］：　O“’　Sen・⑳（1888）に」二る｛描鯛、＊；，

亡例の中から1’即1；ユ所見で肉限l／l勺になんらの死［1｛’1を認　　　幾多の業績力報告きれてきノ：二〔，

め得r［s：かった15頭の肝川寺h：を遣圭ll：【たが，衷8｝こ示す　　　　Sellilは」・こお」；び猫な用いて小腸広ll繍lll切1徐を行

ごとく，術後生存日数は7日から26日であり，肝脂量　　　ない，　％1刀除以一ヒは安全限界な越えるとし，Morlari

は21／7・3ノ昭．／1009から2823　．　．1　ing／100ダのもの4頭，　　　（1896）は犬を実験動｛1勿として％まて癸全1こけJ除できる

6293・27WloO　9，6287．2〃卿1〔〕〔｝9がそれぞ：i　t，　1頭，　　　と報告した。　Evans＆Brellizer繭（1907：）はノtでは50

10292・　61ng／100鋤・ら1682U卿1009のi｛i白11〔を示しノ・・　％UJ除で・1、生存可能て・㍑、が，6〔｝％から70％切険C・は

ものは9頂である。これら肝｝li櫨疑対照群と比較する　　　特別にf，1；i後管埋を行なえ1ボ生存t得渚，とし，　Flint⑳

と，11頭は明らかにIE常値以hにオにつていイ’。　　　　　　（1912）は麟¢1的1こ、1％切除は正常｝こ回復すklJが，75％

すなわち死＝例で剛i細li櫃1灘対照1翻：職1：酬三　虫月・：・刈除でo；Lliii復し得ないと云う。三塗…鰍1917肱

常限界以上の数値を示すものが15頭中1ユ頭あり，正常　　　臨MC例で5〔〕，6から60Cり」除して1，R存lt］’ijfiとし，中

値内ではあるカド均向1｛以ドの数値を示す例がL5頭巾　　由⑳（198）は1：部から％切除，・ド部から弧切除が［YJ除

4頭あつた・　　　　　　　　　　　限界であり、宜二吸i聯が賜から6（〕％ならばその庇護

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　療法を完全に行なうと衛1受状態な斑好に保・隆逮盛るが，

　表8　　　死亡例肝総脂盤　　　　　　　　　6（〕％以ドはその吸収動態の【；携篤liから括えて限界以下に

1鵬雛1
’ドシ禽切r徐i21

り」除fll鷹1

」．．レ皇切除　　16

．一ヒレ毛切1斬ミ　　25

」ニレ6切除　　8

・卜漏切除126

下レ色切除124

轄狸1購縮卿ll鞘　なるとしている・

繭除1・F423・・iI

｝器劃二謙叢

　　　　／：
1682Lo… P－［二轍刀1喩

11645・4 X上糊除
14703・8　li」、隙」除

｝1謝1…一レ鋤除

　　　　　　
12｛〕57．1　11

、。一 A287．2　成人の揚鱒嬢㊥偲蜘嫌1糊隠煽勅
96293、2　’購の2°｛）cni　1）J，－1：a）　trJ［；．G　，あるい　・雌・鵬畷蹴の

15」21L7．、　切障ついてL’うとす’鳳こ畷難1；f1近の1・脚11

ユ7

23

1．3

2823．1　　　は必ずしも少なくはないとし，さらにこの11し巨悶をもつ

2・170．　2　　　て安全切除範PFIとしていた見解は大いに是IEされねば

2823．1　　　ならないと述べている。

　　　　　　　幼若犬における禦験報雛テは11912年Flint⑳が戒犬13

　　　　　　頭と幼着犬3頭をまじえ，特に幼若犬で43％から85％

　　　　　　の小陽切除を行なつた際、幼若犬では成犬と同蝿1の

　　　　　　広範闘切除に耐えられないと報告し，1942年Pe’tri⑳

　　　第3項脂jih　・1lfS・色によ＞5　li，1：組織の所見　　　は体重5．7幅6．6・1・y，7，81・Stの轍5用の幼若犬3

　ズダV　111で染色し検鏡した。　　　　　　　　　　　頭を用いて，下部腸管81％，60％，63％と切除したが

　上レ創洋は術後2週では脂肪滴カミ小願粒状に，しかも　　　栄楚【瞳轡によりそれぞれ82日，140日，146日に死・亡し

特に限局されないで実質細胞内に認められるが1術後　　　たと報告し，：1952寧Cla七worthy⑳は6頭の同一母犬

1ヵ月以後はll旨ISI・澗をよ認められなかつた・」二慰｛終は　の雑樹r犬願0．晦～2，吻，生節週から4週の25

術後1週，2週にやや大きな脂肪澗がびll曼性に実質細　　　頭を用いて，小陽上。中。下の各部を40％から80％切除

胞に認められるが・術後1ヵ月以後には認められなか　　　したが成長に影鱒しなかつたと述べている。本邦で

つた。下％群では術後ユ週には脂肪滴はび漫餐i三に小葉　　は．1．959年1｛JP沢ら⑪が岡一鼻犬の生後1ヵ月雑腫仔犬を

肝実質細胞に認められ，　しかも中等大の1順粒が多い　　　ii庭験犬とし，術後の発育体旦E曲線および消化吸収より

が，術後2遍以後には‘認められなかつた。下！垂群では　　　小腸切除はどの部分でも％切除が安傘切除掘であると

術後2週に上％群よ頃・、度であるが一鞘痂1臆小葉に　　報告してL・・る。

び漫性に認められるが1ヵ月以後は見ら牙Lなかつた。　　　　～方小児の小腸広範ill｛切除にil与1する臨床報告例をft三

　すなわち，全体として脂肪滴は」二稲群，下％lrl三では　　令コ0才以買iマに限定すると，　Haymond⑳（1935）1こよる

所々に認められる以外ほとんどみられないのに比し　　Ruggi（1896）の8才男児の症例以：来，　Blayney纐

て，上シ色　陶よび下レ鱗では2撫でにその・・醐・｝｛｝に　（19〔〕ユ）・例，Fli・t⑤（・912）1例，　J・・k・ell⑳（1925）
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の2例を倉めて，現在まで12例の報告がみら濠tる。　　　の時期1こおける術餐糟理の必襲性が求められる。その

蝦1〔〕朋蹴，腸動lll叢により忙織鵬llllか　点，　Cl・tw・rthy⑳カ：・1・均5馴。1術後禦11を行なった

ら回腸まで134．5cm（78％）切除し，残存腸讐38C鴛と　　　ことは『Eしいと考えられる。

なつたClayt。n＆Cotton⑧の報告例から広範lli1切　　　　さて代表的なll旨肪の吸収喬℃験としては，糞便染色

除後の体重をみると1術前9．72彫，術後2ヵ月8，33　　浸⑳，摂取排lll試11疹1法⑩（lntake　Excretion　Test。

Jeg，3ヵ月7・91eg，4ヵ月7，9．　々9と減少し陣滞してい’ @　Balance　Study），比率法⑳およびラジォァイソトー

るが，その後5胡8．31　leg，8ヵ月9．64　le9，9ヵ月　プ⑩（RI）翫；IHした妨法があげられる。§昨鰍

］O．3’解と増加し，術後15ヵ月では］2．36吻と成長して　　　色法は’専明な脂肋便の場合に役立つといわれ，予備

いる。さらに広範囲切除後小児における予後は成入よ　　　的検査に採川されていゐ◎摂取排泄試験法⑭は最も正

り良好であるとし，その理由として小児では常に成毒乏　　　確であり，生理的であるといわれるが，内【閣性脂肪，

がイ半い，順応性と残存腸管が畏くなることが期侍でき　　　試験食にJ：つて吸収｛が左右され，試験期間，設備な

るからと報告している。OlatWQrthy働の実験幸艮告に　　　どの点に実施上まだ勢少の困難粒伴い，さらに排便が

よると，術後4日から5日間，体fi：は減少するが，そ　　　ないと測定こぎない難点がある。震た比躍法⑫でも圃

の後は正常成艮率な取り戻し，少数例は対照以上にオc　　　様のことがいえる。RI襟識脂肪を111い葛：力法が，近

る。これは切除部位，切1除撮，吻含プゴ法とは無隈1係で　　　年応用され，血L液，糞便，尿中の放酎能濃度をも測簸

あると報じま畑・・1、U⑭（1958）に泌と仔犬の」・脆切　・eき，　i∫3灘較べて騨に吸収状態がわ、シ、融うに

除では儘隙半永久H」1姻照に及ばないと述べー（　L・　なつた。194聯St・nley＆1’ha　nnhE・・ser⑬は1覇練

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に11｝11オリr・一ブ油な｛吏用して、血11・1放射能，羅中放射

　著踏の爽験結果では術後2週既体烈よ各群とも術　　　能，甲状腺摂取率を測定した。1953年には冠offnエ‘m⑭

箭億以上になり・その後も体窺は成艮とともに増加す　　　により工131オレイン酸を用いた兎の爽験が行なわれ，

るが・術後6ヵ月ではまだ対照群よりやN低い。しか　　　1956隼Rttffin⑯らはP31トリオレインを臨床に利

も各切除群についてみれば．下％1洋，下％1第上％　　　用した。その後，IISIトリオレイン，オレイン酸は

群，上％榊順に体卿1蜘の害恰は不良であつr：　．　　Si・gl・t。・・⑯⑰，　B・res⑱　tsよびB・・k。wit、⑲雛

生糊については．Cl・yw。・thy⑳の切除犬・馴　よ噸れた方浸…として用いられていゐ．糊～では1957

中，矧J生存7頭銀嚇果に対して，幽の各獅』至際辺ら⑩獄り11・・刺づ油がJ・Fjいられ，以繍

平均生存率は25・9％と良くない。しかも各群の生存率　　　床に利用されている。しかしR工法を使用した際に，

には養があり，下1／a群，下％11羊・上1／a猟上％群の順　　血巾方嫡」能濃度と糞便翻非泄率を姻1踏して逆柑闘が蔵．

に低下し・切除量および切除躍£匿位による差が明らかに　　　立するとか，糞便中排泄率の方が良いとか，まだ議論

認められる。これらの理由として著者の場合は基礎的　　　が多くその見解は一徹していない⑳。

実験として術後たゴ単に開腹術に必要な術後管理を行　　　著表は嚢便の摘簗を試みたが，糞尿麹分離してi｝／l確

なったのみという条件によつて起つたものと考えら　　に採取することが至難のため，血中放射能のみを測楚

れるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したo

後藤⑱（1960）は成犬を∫1］し・て，広欄’賜購｝こよ　　i白L・轍射惣）111il定には鋤，1血漿，さらに全1鰍た

る生存率を調べ，切除縄囲別に8週までのものと，その　　　は［1［雌をトリクロール酢酸で処理した脂質結合訟ウ禦

後6ヵ月までのものについて死亡率を対比し，％切除　　　を測maする方法があるが⑳＠，　Grossman⑳によると

群では2，7％が8．3％に，％切除群でex　S．1％が22，2％　　　その藻は紹められず，むしろ全並1が優れているとい

になり，腸切除の範囲が大きくなるに従つて死亡率は　　　う。著蕾は実験動物が幼管犬であるため、最小限度’の

高まり，また広鞄囲切除の生命の危彫題術磁後よりも　採血で検査する必・要があり，全血o．5neを測定した。

蓬かに後に持ちこまれることを明らかにしている。し　　　　dW　gfll時間甑研究潜により異なり，1から6時間t　2，

かし著潜の仔犬の実験では死亡時期からみると術後4　　4，6，8時問，3，6，9時間，あるいは415，6時・闘
週以内，特：・C術後2ないし3週・こ，腸切除の侵蝿によ　　　に採1血Lし測定しているものがあるが⑳㊥，著雀｝はそれ

る【直接死亡例と思われるものが多数鰹1コしてみらPt、　　　それ2，4．6，8，1‘聴問に撫飢した。

術後1ヵ月以後では4頭のみである。従つて腸切除　　　．EfiL中放射能1“1線は4時聞ないし6時間に最高億を示

幼獣の死亡時期は．後藤⑭による獄の齢と異な　すと報告す研究者が多く，望辺㊥，増田⑳岬槻セ｛三

り，術後4週以内の；泓性期であ｛），この時期に腸切除　　　がある程度あるといつている。薯潜の塞験でミ、4時

の侵襲が最も強く覗われるものと考えられ，岡時にご　　　間ないし6時間に鮫商f直をとり，ことに多数の実験犬



40－（767）　　　　　　　　　　　　　　　　　僑州医濾卿5毯
は6時間に最高値を示した。　　　　　　　　　　　　Krenユen耐（195・1）は成犬による動物‘」‘験G煽～1引1，小腸

　試験食の構成については1131標識脂肪e－x成人でほ　　　上部な50％から700切除して1』特労11に障1．！lがな・・1．体

25μoから50Ftcを用いることが1多いが，／00itc　eL＞∫A’」いら　　　　．魚3：liil｛持され，1脂肪／」　FC　li！1の1吸収1、k駕くほ‘と1に二変tl；し欺

れる⑳＠。キヤリアとして加える脂肪の」貨はわずかに　　　いが，下部51）％切除“eは脂肪の吸∫1暖に漂刻届1愚1傭伴

0，0「tneぐらい入ったカプセルのみを投与すゐこともあ　　　い，体煎は減少し，回露弁は下部；ノ」除の際に｛駐且読の面

るが⑪，emulsionにするときにはオリーブ油，落花　　　から1七更欺役割ご抽っヵt」’i「1切除の際にけ：煎要ぐ欺い

生瀧どO，、5　me／legから・．Ome／i・g・a・a水を糠に力航，　と述べてい〉：、。　W・ck・…勘（1951）は」、1’ii；糊阻

さらに乳化剤としてTween－80をわずかに偵川する　　　下1’｝1；％切除を鴛較して，両蕾の問にはli’～』別の　異がな

ものが多い⑳Dなおゼラチン，カゼイン，パタe－，パ　　　く，脂肪，嶽臼の排澱，棄身栄蕪状態，生存例な讃か

ソなどを加えることもある⑳⑳。キヤリアの靴を変え　　　らみても，上部と下部腸鱈；1よ岡等である色淵4uてい

ると血中放射能曲線の変化な劔めYvとす為報lll：fが難い　　る。中山⑭（1958）は成犬をJilい淑粟験・費．1鞠1除の方

が⑳⑳⑭，Grossman⑩，　Islay⑪は変化が誌められな　　　が一トiil，切除に比し，孟tl白，脂肪と些，に吸収が悪い、1：述

いと報告している。Berlcowltzら⑭は糖，蕉肉の圃時　　　べ，紙織呼吸の顯からも小腸L謡1の機熊が盛ん翫こと

投与は工血L中II臼線を変化させ，　Tween－801、L脂肪の吸1以　　　な証闘している。　Gulup鋤α96Dl，鑑成犬靴用いて，小

を高める⑱㊥と報告している。結筒訊験食は各肉一・定　　　｝1蹄上南中⇔下の三部について各身50％㎏，除し、伽観2

の構成にして比較検、村すべきであるとしているものも　　　　ヵ月以後に吸収猷彫董を行なつ六二結果，切除礁5｛｝％に急h

ある⑭。薯渚は本論文第2雛第3節第2項の一・1　1・｝g験　　　良く耐え，吸収の各部粒：別の鎗は職便瑳，聞よりも，体

食を投与したQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重の測宛力・らも認められないと述べ，誠た工1：ll標識川密

　なお甲状腺のヨウ素摂取の抑制は必要とするものが　　　肪と脂肋酸についてみ・ゐと・空腸！刀除：ノぐζ1・1よ中憾二脂

多い⑳。箸港は試験3日前よりルゴール液6滴を111　　肪の吸収が顕：將に遅延しているが，庸肋酸め服服は1・i

2圓に分けて，牛乳と普通食に漉合して投・参した。　　　　　凸んど疑響されなかつte．　，，蹴岱してい燭。1㌔鳳wln一

工13・トリオ呵ンの難性についてはB。。th⑭t　P・iceら⑳（19　65）1献で〔｝（～％から7〔％の」／：・’i’tli，下脚

Bere・＠瞬職膵液，　JjSh液，胆V一トには難であると　小ll脚1馳行ないt　lu　1トリオ珂ンカ：ノーt，・，ルな．蹴

述べる一方，B・1i・t働劇騨，膜蹄ス，肝エキスには　て爺腋4週までは欄，4馴勧よ翻ごとに興蝋試

不安定で無機Il・Blが遊離するといい，八木⑪はたと克　　　験を行ない12ヵ月後まで検蹴した紬職上醗切除｛よ下

標識が不安定であつて，標識脂肪が吸収されるまでに　　　部勢除より吸収は決矩的に悪く，その理由は朋確てな

分解されるにしても，消化吸収の般も盛んに行なわれ　　　いが小腸上部は大きな吸収カセ縛も，下翻に量，くに従

る最初の敬時間には僅かであると想像され，24時間　　　い吸収力は減弱するからではなかろうかと報告してい

以後にわたる糞便中騨擁の場合1蜴　として，血沖　る。B・n・。M・ら⑳（・956）はラツii’　ct）　rJ・腸・）麹）棚1で

濃度測定の場含にはIlalトリオレインの安定性につ　　　オリー一・プ油の澱高の吸収が行なわれ，幽門からの距離

いてはそれほどに闇題にしなくてもよいと述べてい　　とは無関係であるという。陶山鞠（」959）ほラッ学噂ノ1・

る。』 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腸躍位刷の脂肪吸収裳験を行ない，小腸上部下端より

　血中放射能の表現は全投与最放射能に対する血液　　中部にかけて脂肪が澱もよく吸収さiしるとし，さらに

Ioone，14あるいは全血鍛の放射能の比灘をパーセ　　　犬で上％．切除・一ド％切除を行なL”，頻i取排瀞式験を行

ントであらわしている⑳。全雌鍛は7、o％・／w，7．3　なつた糸繰，小｝｝馳」湘ま燃下゜1・一鰯購したくら

％v／w，8．0％v／wおよび10％v／wとし、ていゐ⑳。　　　いでほ脂肪の吸収に障轡はないと報告している。さら

瀦は餓轍鵬朧｝謝する全蝋放射能の比をパ　に三辺ら⑭（1965）は腸管繍による蝋の徽の、繊
一セントで表現し，全1血量は8，0％v／wとし，た⑳⑳。　　　について，Suclan　Black簸色オリー・・　’7・油射用いた犬

　この血轍射能のパ”一・・tZントから吸ll魑を半腱する　の郷芝により，窒腱ド部，11腸・忙二捌肋順にll｝・i肋

のに，投与後4聯間，5時閥の一定時間値，最高楓　　　　の吸収は低下することが確認できたという。

4，5，6時間の和，または平均値あるいは1鮒コ放射能　　　　薯者の幼著犬を用いた犠験では，下諦9，除群」、り上

曲線で騰れた醸などで矧している⑳が．瀦は　糊麟のプ∫醐伽吸収購く，騰靴説購
最高徹もつて餓した。山形⑩，・よ・ll・・トリれイ・　徽り％購群が脂肪の撚醸好である．購諏

を用いた場合，lti1中放射能の最高値で吸収率を褒現す　　　に関して上部か下filかを問趣にすれば，寄藤⑳が述べ

ると総誤診率は30％であると述べている。　　　　　　　ているように，上糊器管がゴ斑かに蹴阜iす｛｛llを持r）てい範

、小腸切除部働こよるll旨肪の消化吸収の差をみると，　　　と断えられる。



第6号（1966）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41《768）
　幼若犬の小腸広範照切除後の吸収を成犬とlrヒ較する　　　（1948）の9翻易3　r）　em残存例では術後8日で　18㎎／d6

と，中山⑭（1958）は上％切除では有機物の吸収障害は　　　（IE常値150～200㎎／dのであり，　Weckesser㊥

勿論であるが，無i幾物では一層［踏斐fが大ぎく，幼告犬　　　（19・19）のrコ　1　0　cm切除例では術後爆カ月で82？IVI％，165

は負の値を示していると報告している。　　　　　　　　佛切除例の術後3ヵ月では9711解6，4ヵ月191ηワ％，5

小腸広／i鞭i購御脂ll脚陶経｝融みると淋⑳　ヵ月・1吻％から・21，脇であり，　M。。ti。⑩（1953）の

（1933）は成犬を用い上部％切除，上部％切除，下1’［lsi／3　　十二指腸下部から横行結腸11部までの切除例では術後

切除，下【防危切除を行なつて，術後オリー一一ブ油投与に　　　4ヵ月には100㎎％であり，Bre客h1⑳（1951）の空腸10

よる脂肪の消化吸収を観察し，その結果」部％切除は　　　イソチ（25．4・cnt）をのこし，空1陽上行癌吉腸吻貧をした

術後消化吸収は減弱するが，3ヵ月目には健常1墜の消　　　例では術後2r｝日目のコレステP一ルは198烹彫％，33日

化1吸収に近づくといい，嫡1％購では2ヵ月に醐竺　印37吻％，38・H　N　188n”2　91eであり，　Pi・t・⑳（1956）

常時の消化吸収能に近づくかあるいは圓復し，下部　　　の小腸3フィー一ト（91，47αll）を残して上行結腸ま

％切除，下部％切除ではその大多数はほとんど消化吸　　　で切除した例では術後8施ヵ月に：はg8π〃％であり，

収能が障轡されないとしている。1－回II」⑯（1959）｝鷲捜腸　　　Jackso耳＆Lindor⑳（1955）の6～7インチ　（15－v

あるいは圃腸を切除し，術後3週畷に糞便粗脂肪lllil【11：　　18CWi）の小月1・を残す症例では160脚％から78刀駆％と低

剛蜘1し，術後Ll～IL・Jpaでは棚轍に援近する。脂肪　下レK・1・・r⑬（19，・60）の幸購で1よ小腸2フィート

の排泄11：は空腸切除カミ高く，闘腸切除では低いとい　　　　（c；ac？n）以下の切康4例巾2例が140η塀％とわずか

う。松雁ら⑬（19t］G）は生後4El　1三1の女児で凹腸総iξか　　に1駅，広範囲切除なしたものでi，臨部の切除あ為

ら約1Qcm口側に大箆大の穿孔とかなり広い範囲の1揚瞥　　　いほ［町黄澱した7症例rl；12例が，1481解％：お、1：ぴ15071》％

壊死を認めた症例で，上部雛腸25απと回腸終末部8　　　であり，他の5例は647昭％から14t｝㎎％の傭を示し，

㎝n，計33‘πi謝残して約60c韻こわたり1刀除し，術後1｝旨肪　　　広範irli切除を行なつたもので，剛‘i　f部を切除あるいは

の吸収をみてい石が，その紬果3ヵ月隣こは対照舅己に　　　礪騰しなかった1．例は150瑠％を示し，Anderson⑭

比して，脂肪33・1％，6ヵ月目｛’こは46・3％の吸ll如報を　　　（1965）の残存小1！1ジ15（rnの症例は術後6ヵ月セこは641㎎％

示し，鰍改善してきたと報告してし・る。Sw・i・⑩　であり，　S、1，eine・⑯（1965）の2鵬9〔｝（瀧な嚇する例

（1963）は生後1日児で，回腸閉鎖症のため6　」「　emの1〔Ll腸　　　では術後1ヵ月には102刀夢／de，半年以縫は95㎎／露で

切除を行なつたあとMalabsorptionを認める症例で　　　ある。

術後8カ月，1年の脂肪の吸収はそれぞれ72・5％，　　　　以上は伐人例であり，魑指の切除鰍を越える広続

83．　7％を示し，2年後には糞便の騒は多かつたが，脂　　　囲切除例が大多数を占めている。これら鍵例中で

肪の排泄は正常であつたと述べtさらに小児でt’x80crn　B・ezin⑳の急剛ゆ・レ．x　y…，・－yレ鵡い働示す

からエ00㈱切除が成人の広範囲切除に桐当し，新樵児　　が，他の報告は比較的低い値をとつている。Spohn＆

期における小醐i轍帳期に牙・たる巖1娘好であ　S・hrei・・⑥（1958）の励IIは7才男り己で灘外鰍隷

ると報告している。　　　　　　　　　　　　　．　　　　り上腸間膜動静脈が園縞腸動趣脈を分岐した下部で切

　著者の爽験結果では，術後1ヵ月までの吸収率は対　　　断され，十二指腸窒腸曲かP）IO－”1「Jcmの窒陽と回断弁

照より低い値を示すが，2ヵ月から4カ月の問に各群　　から150nzの匝腸を残して小腸を切除してあるが，術後

とも正常の脂肪の吸収状態を示すようになり，成犬に　　拍1漕総脂質量30G㎎％（正常醐うOl脚％）総コレステロ

比較して生後1ヵ月から2カ月の仔犬は小腸広範澗切　　　一ル80－v9011V％（正’，咤雪値70～1．・iOmp％），遊離製コレス

除により脂肪吸収率は術後高曙こ障醤されるが，意外　　　テP　・一ル22～267解％を示し，正常纏より低いと報告し

に回復は良好と思われる。　　　　　　　　　　　　　　ている。

　次に生体内に起る代謝の変動を［血L澗総脂質蹴および　　　著欝の巽験結果でも術険6ヵ月になると，各群の￥

肝総｝！旨質墨の面から考えてみる。鍵験動吻は幼若1この　　均鰺は対照群の平均億以下になるfiSi向がある。井上ら

ため，撮の血液，肝を採簗するこ呂よ困難であり，　⑭、1966は蜥麹朋から5才まで唄3例の乳幼児

従つて検査法は微醗簸鑑法であるBragdonの変法を　　　において，」「：術当日早朝窒腹時，加刃臓離，加刃後

用いた。柴田⑫はこの方法で二颪誇碇した際のくいち　2，4，8，12，2塒間，鰍3日目に血・遊醐轍，

がいは5％以内であるとしている。　　　　　　　　　　　」血漿中性脂肪，⊥轟L中ケトン体，1鉦裾値を測定し，外科

　小腸広範囲切除後の1而．満脂質は臨床白勺に月干機能の一一一　　　的侵腿｝こよる血漿遊離糟酸iイ）変動からみて，乳幼児で

部として総コレステロールが定2払ゴれている。臨床　　　1ま乎∫開始後曝めて早期よt？　“＝ネルギー源として貯蔵

報告から例をとると，コUZテロールはCogswe11⑰　　　脂肪よりll旨肪を動1ミし，中1坐脂｝1加よ同時，にJl【L中より消
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費され，しかもこれらの変動は乎術侵襲の大きさとか　　べている。E1燃an㊥（19．13）は慢illl戚栄jl混1｛験で｝h：肥

なりの関係を有していると結論した。著潜の小腸広範　　　質に1椒こ著明な変化は趨らないと報告していゐ。

醐除の爽験結果では術後1ヵ月まで』llLl灘脂質欝，：に　　1胆）縮…哉につ1、　sてはα、tw。x・・Lhy⑰1、二，！二≧：，と蝋！次

醤明な変化がみられ，各群とも術後2週に平均血溝総　　　の小腸4〔〕％から80％切除では肝函：，組繊1頗1：常で‘ll｝るTll：

脂搬は上昇し上部矧除lllのみは正常月購細1旨搬　 儲し，松岡⑯・1瑚は｝献に鮒1・砿御糊除1・rr．・：1’、j

の上限を越える。またIE常に復するのに上％群は術後　　　いて，ほぼ9｛｝％小腸切除後2遡旧の脚1〃染亡［ジなは隊性

4カ月を要し・他の群では術後2カ月である。術後6　　であると報告している。

ヵ月の各鮮各々の平均総脂質輩はいずれも正常値kり　　　　著者の実験結果では，肝総ijlVLi．1・．は術後11拠，2澗

やや低い値を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　に尉毎群とくに」二％群が増加し，術後1；〃月では．捧1洋

　…般に手術侵襲によつて物質代謝が充進することは　　　とも下降して文」照群の遡均f］IICに近づ1。惣の酸は大暫

既に多くの研究者の報告するところであるが⑰⑱，　　な変化献けことなしにll1↓肌，術後6ヵ月℃はけ濃聴

脂肪の異化作用は遮術侵襲よりrl舜義と一層劉擾　　　接近した値靴示しているΩ組織紫的にmヨ1｛1質物検討す

な闘係があるといわれる⑳。【・部噸川ら⑳（19（S｛」）　tll、　a：，繍とも術御湖1蝦に剛鋤1：11獅ない

によると，冑全場ll後低栄養犬では」伍漿の脂酸構1此紘大　　　が，術後1週一2週に｛，｝燐化があり，上％群，“ド％群

網のそれに．酷似し，この事契は胃全捌後の低栄養状　　　は所々に川雪肪滴な、奴），」シ垂群，下施群はその中IM帯

顧に翁いては体脂肪がi〔ll漿iilへ動艮されることな示唆　　　に”i享大の脂llノノ滴喩び漫樵に認める儲化学的検翫と紺

するという。渡辺⑱（1965）は…般に術側脂肪代謝に1；L　　織学的1鰭はオδおむね術後1遡，2遡に胴1｝澱が増加1

1馴・ll［性の変化がみられる。すなわち，血液中に動員さ　　する傾向を示してい雌。

れた脂肪盤に比し，その酸化が相対的に抑制さ才しる嬉　　　　すなわち，術後1ソ」月以内は｝揚切除の饅試嚇誼凝応で

1相，脂肪酸化が活発となりケトゲネ・・一シ、スが充進す　　　ぎなくて，低凋ll状態となり，その御戦収の［り1鮎こ伴

る第1［相および栄養摂取が改善されケトゲネーシス充　　　い常獲状態も改蕎され、肝脂質も安窺し”C舷：［と恩わ

進の消失する第服目があると報告しでいる。著者の爽　　れる。

験では渡辺の云う皿【相性i変化は明鵬1でなかったが，術　　　　小腸広範囲切除’後、組織掌的に川轟加ll：を認めた死亡

後の脂肪吸収からみて吸収能が低下している術後］力　　　例はJackso皿＆Li蝋Or¢鋤13例，　Jamtm1卿ユ鯛，

月以内は，血溝総脂質議は上昇しており，この特・期の　　　　の4例に対して，脂紡肝を認めなかっk死亡例ば，

術後幼若犬は腸切除による吸収能の偲下を原關として　　　Evuns＆Brenizer⑳の実験火1例，　M鋸tlユゴ卿の1

渡辺⑱，瀬川⑬の論ずるごとく，低栄鐘状態となり，　　臨床例がある。

体内貯蔵脂肪が動餓され，必要エネルギーを補うもの　　　　著鱗は聞腹所見で肉限的になんら死悶噛ゴ認め丸歳か

と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・つた15頭の肝総1脂質を竃轍し．た。

次に月総脂質e’1：urLついては，吉永⑳α961）獣を∫il　E・an・＆B…ize・⑱の撤犬は術御341・1に死亡

いて大陽広範囲切除を行ない肝総脂質を定鍛した結　　　しているが，署潜の例は術微7Hから2δ日に死心し，

果，術後1週目に1例が著明な増加を，2，4週目には　　　対照肝総脂質横のヱE常限界を湿かに越，した数値をノt’：す

各々1例が軽度の増蚤を示し，他の大部分の例では変　　　ものが・15頭中11頭ありjE常1直内である力髭く∫照群の

動をみなかつたと報告している。　　　　　　　　　　平均値以下の数値を示す例1よ15頭中4頭であった。

　低栄養の代表である飢餓時では肝｝1旨質は貯蔵脂肪か　　　　これらの実験犬は術後経過，開腹班卵およひ1拝総脂

ら肝臓への移動により増加すると考えられている⑭⑫　搬からみて，　U」Jらかに幽、鯉こ態と勧3藍亡した

⑧。斎藤⑳（1961　．）　Vtよると動物に飢餓という条件が加　　　ものと考えられる。

えられた場含には必須の燐脂質含有鐙は比較阿動揺が　　　　以上，著潜の成績から生存率および体itJ／／増加癖をみ

みられず，脂質代謝は一応円滑に行なわれているが，　　　ると，両齋とも最も良い結果を示すのは下総群であ

同時に脂肪燃焼の需要が急激にヌ曽大するので，その必　　　り，次に下線洋，上％群が続き、上↓る群が殻も不良な

要に応じて貯蔵脂肪が賦活され，中挫脂肪の形で肝　　　結果を示している。死亡犬の集中す翻：jl舞2三鋤所，3

に鰍し塒的に脂肪nT’　‘1）発生力聰められ，その後　遡間1ま鍋・に術鯉理の必｝。∫鏑り，そ蝋瑠意

この中性脂肪が燃焼源として旺んに消費されるので貯　　　すれば，もっと成績は改善されると思う。

劇旨肪はきらに動鍵れ，やがて貯蔵脂肪力鋤員され　　　旨1鍵∫の吸収は購、1からみると稲購醜：幅1ヲ腺

っくしたのちに肝内固有の脂肪も消費され，1脂lllノ肝状　　群が吸収率の農黛下は強く，1腹もおそい。」ゴド腸管を

態から正糖鵬1へt’さらに正～椰i以下になると述　比・1財れば上翻蹴）方が卿陣は鞍で‘錨。1鞭
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過程では術後2週，1ヵ月と吸1伐率は低いが，各群と　　そい。切除部位について比鮫すれば下部II易管より上部

も術後2ヵ月から4ヵ月の聞に正常の吸収部を示すよ　　腸蟹の方が吸収率1汰劣る。術後2週に各群は対照の

うになる。2週を中心として，脂肪の吸収が苓良ブよ時　　　52．O％から58．7％の吸牧薯配示し，その後圓復し，い

期に1肖L溝総脂質i！｝1，肝総脂質駄は高磁を示し一團旨上　　ずれの群も2ヵ月かlb　‘1ヵ月の問に正常のII旨肪の吸牧

％群のように正常の上限を越える群があり，また各群　　　状態を示すようになる。

の死亡働惚増し劇撮死亡犬の胎繍糧はIE常域の　　（4）』IL灘徐脂闘は争臓ユ週よりコヵ月霞で変化

上限より遙かに高価を示すか，あるいは正常・F均値以　　　が認められ，留群とも術後2遡では」血L澗総脂質　（・’k上

下の低健となつている。幼著犬ににおける小腸広範1用　　　外し，なかでil．，」・施群が最も落L．く，上％群，下：Ya

切除の侵籔が最も強く表現されるのは術後2週畑菱と　家，羊ド陥群の順になるが，上1働除群のみは1／a．％

考えられる。この切除侵輿に耐え，しかも順応し得た　　　群ともに正常1丘L瀬総脂質1：の上限を越える。蕉「常に徹

突験犬はその後回復の過程を辿り、脂肪吸収，」血L清お　　　す為のは上施群は術後・1ヵ月，他の群は術後2ヵ月で

よび肝総脂質銀・改善される。　　　　　　　ある。術後（Sヵ月の各群の・1鞠細羅鞭北はいずれもil三

後藤⑱は成犬における小［撚鯉醐1嫌の蛉の危　暢爺蝋轍値を示す。

険は術直後より蓬に後に捕ちζされると報告していゐ　　　　（5）　肝総脂質1：は節1サ後1週，2週には各群，とく

が，幼若犬の場合には広範1！11則森後4週以内の認性期　　　に上％IIρが増加し，術後1ヵ月で谷群とも下降して対

に擬亡するものがllE倒的に多・く，　この時期を梁越え　　　照群吐）Ψ・均侮に近づく。その後は大きな変化もなく経

た切除犬は，Clatwor七hy⑳，　Swain⑳，　Cluyton＆　　過し，術後6ヵ月では各群は接近した値を小す。

CQtton，⑥らも述べているように，長期における予後　　　（6）肝組織脂肪染色では谷群とも術後1ヵ月以後

は良好と疹えられる。また肝組織脂肪染色の画からみ　　　にはlj旨肪滴を紹めないが｝術後工週から2週には変化

ても．松岡⑮は成犬の小　み広纏糊除後2週における　があり＿既酷下i，“gt．／：・－c；・v’m所々に脂肪滴がみられ，

脂肪染色は陰性であると述べているが，幼著犬の場合　　　上％群，下％詳ではその中間帯に匡瞬堅大の月il肋滴がび

上施群，上％群および下％群はLヵ月以後に，下％聯　　　澱憔に認められ）・5。

は2週以後に脂肪染色は険性になつている。従つて術　　　　（7）　死に数砿術後2週に最も多いが，ことに小腸

後急性期では広範闘切除の侵襲の程度が、成犬と幼若　　　広範囲切除により死亡したと患われる爽験犬は第£週

犬では難があり，幼若犬の方が強く表現されるのでは　　　から聯3週の終りまでの間に過半数以」二：を占め，術後

ないかと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　4週以後の死亡例は非常に・少数である。上殉｝醤は他の

　結尉慶切除侵襲の最も強く表現される時期をどのよ　　群にくらべて比較的早期に死亡する。

うにして棄切るかは，術後管理，順応性の間題ととも　　　　（8）　小腸広範囲切除により死亡したと思われる製

に，今後さらに検討の余地があると考えられる。　　　　　験犬の肝総1塒質盤を楚蚤すると，15頭中11頭は正醒限

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　界を綴かに越えた高値を示し，4例｝よ正常域内にある

　　　　　　　第5章　結　　語　　　　　　　　　　　　が，疋常平均値より低い磁を示した。

　雑種幼若犬を爽験動物として小腸上部契　切除群，小

腸上［i／atYJ除群，小腸下部％切除群および小腸下部猿　　　　以上小児外科における小腸広範顕切除の基礎的研究

切除群の4群を手術的に作成したのち，体重測定，脂　　　として，幼著犬により’」・腸広範闘切除後の生存率，体

肪吸収試験　血溜ならびに肝総脂質燈および肝組織脂　　　璽変動，脂肪吸収，並L溜ならびに肝総脂質量，死亡数

肪染色を行ない，幼若犬1」おける小腸広範闘切除後の　　　および死〔2峙期について検討し，今後の臨床例治療へ

影響について検討し，次の結果を褥た。　　　　　　　　　の足がかりを得たものと考える。

　（1）　坐存率は上施群18．5％，上％群23，8％，下施

群29．4％下％群35．0026の順に良好になる。　　　　　　　稿を終るにのぞみ，御懇篇なる御指轟，御校閲を賜

　（2）畏期生存例の体重は術陵2週で術前体重以上　　つた星予戯行教授一嵐擾御指樽を頂いた小林滋助教

・な・・その後繊・・もに体脚舶加す・・刷灘1難鞭縫禦欝無鍛欝離
照群と比較すると体重増加率は低値を示す・体皇湿曽加　　英助教授に心より深謝いたしま・ダ。さらに教室鹸各繊

は下1／3群が最も良く，ついで下％群，上％群となり上　　　の郷協刀に感謝いたします。

施群ほ鮫も劣る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なお本論文の要旨の一部は，昭和4併ド11月簿2圃日

　（3）脂肪の吸収は切除盈vらみると狛切除群より　　本小児外科箏会総会ならびに昭秘41flM月PJ　［16回日本

硯購榊ガ瀕収絢や1ず後邸蹴く，腋もお　／’F科学辮会で搬した・
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